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 本 学 は 創

設 者 で あ る

上條秀介博

士 の 「 国 民

の健康に親

身 に な っ て

尽せる臨床

医家を養成

する」という

願いのもとに，数々の苦難を乗り越えて，昭和 3 年に

昭和医学専門学校として設立されました．その後医

学部，薬学部，歯学部，保健医療学部を擁する医系

総合大学として発展してきました． 

今年度の事業計画として，学祖である上條秀介先

生のご遺徳を称え偲ぶとともに，本学関係者が一同

に会して親睦の絆をより深めるために学祖祭を開催

することとなり，去る５月２９日（日）午後１時から，上

條講堂で大勢の出席を得て盛大に開催されました． 

当日は，学祖祭に先立ち，法人役員と上條家関係

者が都立多摩霊園の上條家墓をお参りし，小口理事

長が学校法人の昭和２２年度の事業報告ならびに２

３年度の事業計画を学祖に墓前報告しました． 

学祖祭は久光総務担当理事の司会で始まり，片桐

学長の挨拶，小口理事長の報告に引き続き，細山田

名誉教授（前学長，現在法人特別顧問）が, 上條秀

介先生の生い立ちから専門学校創設そして戦後の昭

和医科大学への変遷までの歴史について，膨大な資

料をもとに当時の社会情勢を含めて記念講演をされ

ました．上條秀介先生は明治２６年に長野県東筑摩

郡今井村に生まれ，幼少から神童の誉れが高く，松

本中学校，第一高等学校を経て，大正４年に東京帝

国大学医学部に入学されました．卒業後，副手，助

手として附属病院内科に勤務するかたわら，大正１４

年に医学専門学校設立の必要性を提唱し，同志を募

って準備を進め，幾多の困難を乗り越えて昭和３年

に昭和医学専門学校を設立しました．その後学校は

着実に発展するも，戦争に突入し，戦災を経て終戦．

終戦後上條秀介先生は大英断をして，GHQ による学

制改革の予科を伴った医科大学の道を選択し，昭和

医科大学を設置し，学長および附属医院院長に就任

しました．細山田先生の講演を拝聴し，聴衆者一同

上條先生の情熱に改めて感動するとともに，大学の

今後の発展への新たな意欲がみなぎりました．校歌

斉唱で閉式後，引き続き７号館で懇親会が開催され，

思い出話に話が弾みました． 

今後，毎年法人の事業報告と決算報告がまとまっ

た時期に開催する予定です． 

 

 

 

 

平成２３年度父兄会総会が，去る６月１８日（土曜

日）午後１時から本学上條講堂に於いて開催されまし

た．本年度の新入生のご父母を含めて，会場は超満

員の出席者でした．最初に小口理事長から昭和大学

の現状と今後について，平成２２年度の学校法人の

事業報告と平成２３年度の事業計画の概要が紹介さ

れました．片桐学長（父兄会名誉会長）の挨拶に引き

続き，四ノ宮父兄会長の議事進行により，平成２２年

度の決算，および平成２３年度の事業計画と予算案

が原案どおり承認されました．父兄会からは毎年，学

生会の活動補助，指導担任制度の補助，学生の教

材等の印刷補助など，大学の運営に多大な支援を頂

戴しています． 

同日は総会に先立ち，例年通り午前１１時半からＤ

６父母説明会，引き続き午後１時からＤ６学生説明会

を開催しました．卒業判定や卒後の進路について，

上條学生部長，佐藤教育委員長代理，古屋臨床研

修医マッチング支援委員長，長谷川歯学教育研修セ

ンター長から説明がありました． 

総会終了後，各学部に分かれて，歯学部会が４号

館６階６００号室で大勢の出席を得て開催されました．

宮崎学部長，上條学生部長，および佐藤教育委員長

代理から，歯学部の現状と学生生活についてお話が

ありました．最後は７号館に会場を移し，３時１５分か

ら４学部合同

の 懇 親 会 が

開催されまし

た．こちらにも

多数のご父母

の参加があり，

楽しい歓談を

し ， 午 後 ４ 時

半過ぎに散会

しました． 
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昭和大学学祖祭開催される 

歯学部長 宮崎 隆

平成２３年度父兄会総会開催される 

歯学部長 宮崎 隆
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東日本大震災による節電対策として，昭和大学で

は本年７，８月の旗の台校舎での授業を取りやめ夏

季休暇とすることになりました．歯学部でも２年生から

４年生のカリキュラムを大幅に変更し，始業時間を早

め終業時間を遅らせることで７月分の授業を５，６月

に前倒しすることになりました．一部は夏休み前に実

施が困難なものもありますが，大部分は時間と内容

の調整で滞りなく実施されているもようです．冷房も

控えている現状の中で，講義や実習を行っている教

員と学生の皆様に，ご協力を感謝いたします． 

 

 

 

 

「将来，医療チームで地域医療に参加し，地域住

民の健康回復・維持や在宅専門性に基づくチーム医

療に必要な知識，技能，態度の基本を修得する」を一

般目標とした，２週間の選択実習「学部連携地域医

療実習」が５月９日－６月３日に大田区２施設，富士

吉田１施設の計３グループで実施され歯学部の６年

生も参加しました．  

 １年生の富士吉田で始まる医・歯・薬・保健医療の４

学部の学部連携教育の最終に位置づけられている

実習になります．在宅および施設療養中の脳血管障

害後遺症，神経難病，認知症，癌などのため通院困

難な基礎疾患を有する患者さんのお宅に訪問して地

域医療を体験する実習形態をとりました．実習先は

中核となる医院，歯科医院，訪問看護ステーション，

訪問薬局です．近い将来，訪問歯科診療が進むであ

ろう日本の歯科医療体系を考えると非常に貴重な体

験実習で，学生の実習に臨む態度も全ての施設の指

導担当者から素晴らしいと褒められました．他学部の

学生も訪問歯科診療を体験しました．残念なことは歯

学部では３名の学生しか選択しなかったことです．本

年から開始された実習ですので，来年度以降は少し

ずつ選択してくれる学生が増えることを期待します． 

 

 

 

 

本学歯学部では５年生で臨床実習が行われ，選択

実習終了後１０か月間は６年生が臨床に出る機会が

ありません．しかし歯科医師国家試験にも治療手順

や実際の術式など臨床に即した問題が増え，また国

試合格後はすぐに臨床研修の場に飛び込まなけれ

ばなりません．このような状況から，総括講義が始ま

った後も希望する学生には臨床に出る機会が持てる

ようにしたらどうかという発想のもと，アドバンス選択

実習が企画されました．今年度はトライアルということ

で４名の学生に対して総合診療歯科と高齢者歯科で

実施する予定です．各担当科の先生方には，ご協力

をよろしくお願いするとともに，学生の皆さんの頑張り

に期待します． 

 

 

 

 

今年度，日本学術振興会は法改正により学術研究

助成基金（以下「基金」）を新設しました．それに伴い

基盤研究Ｃ，若手研究Ｂと挑戦的萌芽研究（いずれも

平成２３年度新規課題のみ）は本基金から研究費が

交付されました．その結果，会計年度にとらわれない

契約が行えるとともに，研究期間内であれば，研究の

進展に合わせて研究費の前倒し又は繰越しなどが可

能となりました．詳細は日本学術振興会のホームペ

ージをご覧いただき，ご不明な点は，歯学部研究活

動委員会，財務部研究助成課にお問い合わせ下さい．

なお，上記以外の種目の新規採択課題と全ての継続

課題は，基金化されておりませんのでご注意下さい． 

（http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/index.html） 

 

 

 

・高橋 那奈（歯科補綴学 大学院４年）：５月２０-

２２日に開催された（社）日本補綴歯科学会第１２０回

記念学術大会で優秀ポスター賞（デ

ンツプライ賞）を受賞されました． 

演題名「ＭＰＣポリマーによる義歯床

表面への S. mutans バイオフィルム

形成抑制」 

 

 

 

７月 ２日（土） ：第３１回昭和歯学会総会 

７月 ４日（金） ：夏期スポーツ大会壮行会 

７月２３日（金） ：医歯薬合同オープンキャンパス 

７月２６日（金） ：４学部合同オープンキャンパス 

７月３０・３１日 ：第１６回歯学教育者のための 

（土・日）    ワークショップ 

８月 ６日（土） ：歯学部オープンキャンパス 

８月２７日（土） ：歯学部オープンキャンパス 

 

 

 

 患者数 １日平均 
前月１日

平均 

前年１日

平均 

外来患者 １５,９７６ ６９４．６ ６８４．８ ７３４．３

入院患者 ３８０ １２．３ １１．７ １３．７

行事予定      広報委員長 井上 富雄 

診療統計（平成２２年５月分） 

医事課課長 久米 徳明

学部連携地域医療実習が実施されました

口腔衛生学教室 向井 美惠

受 賞        広報委員長 井上 富雄 

科学研究費補助金運用の一部変更に

ついて     研究活動委員長 上條 竜太郎

アドバンス選択実習トライアルが実施さ

れます    教育委員長 井上 美津子 

節電カリキュラムに変更になりました 

教育委員長 井上 美津子
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５月２６日－２９

日の期間，イタリア

のトリノで行われた，

第２７回 Store Kro 

Club Conference に

参加してきました． 

こ の 学 会 は

“Society of Oral Physiology”とも呼ばれる会員制の

学会で，２年に一回開催されます．設立は１９５９年に

遡り，Ramfjord, Ash, Brill 等が初期からのメンバーで

す．学会名は第１回の Conference が開催されたホテ

ルの名前に因んでつけられています．いくつかのル

ールが設定され，会員資格も厳しく設定されており，

Club と呼ぶに相応しく和やかな雰囲気の学会です．

もちろん，発表と討議は非常に活発で口演発表の持

ち時間（２０分）はあっという間に過ぎてゆきます． 

今回は８２名のメンバー参加があり，そのうち日本

人は大阪大学矢谷教授，新潟大学山田副学長を初

め７名でした．私は睡眠時ブラキシズムの遺伝子多

型に関する研究成果を口演発表してきました．学会

終了日前夜には開催地で最も格式の高いレストラン

でパーティーが行われることになっており，パーティー

の中で Gunnar Carlsson 先生がすべての口演演題を

おもしろおかしく，時には辛辣に

Review した Rhyme (詩)を朗読し

て，学会全体を総括します．約２

０年間にわたって参加していま

すが，毎回新鮮で新たな発見の

ある学会です． 

 

 

 

 

６月３日－７日

に米国臨床腫瘍

学会（ＡＳＣＯ）が

シカゴのマコーミ

ックプレイスセンタ

ーにて行われまし

た．私もこちらに

参加してまいりま

した．総演題数が２,５００に上り腫瘍学会としては世

界最大規模の学会の一つで，身体のほぼすべての

領域における腫瘍が対象となります．私は元々呼吸

器内科ですので，肺癌・呼吸器悪性腫瘍のセッション

やポスターを中心に学会場を回ってまいりました． 

近年の癌治療では，分子標的薬の開発は重要な

キーワードとなっております．肺癌領域では，EGFR チ

ロシンキナーゼ阻害薬（EGFR-TKI）である Gefitinib，

Erlotinib がその主要な薬剤ですが，その耐性化対策

(MetMAb)に関する演題の発表がありました．また既

存のレジメンに血管新生阻害剤の Bevacizumab の併

用で治療成績が良くなることが知られていますが，新

たな併用療法に関する演題が提示されておりました． 

分子標的薬の発達に伴い，テーラーメード治療の

必要性が提唱されてきております．EGFR 遺伝子変異

の有無により，治療法の選択を組み込んだ臨床試験

に関する発表等が提示され，また近年日本で発見さ

れた新しい標的分子 EML4-ALK や，その標的分子に

対する阻害薬として注目を浴びている薬剤 Crizotinib

についての発表がありました．殺細胞性抗癌剤につ

いても，比較的副作用が少ないことから，現在維持療

法として確立されている Pemetrexed の新たな使用法

についての演題などがあり，非常に知見に富んだ有

意義な学会でした．ＡＳＣＯでは毎日，前日の発表の

一部が速報として発行され，所々に置かれておりま

す．もちろん英語版がメインですが，時に日本語や中

国語のものも置いてあり，あらためて大規模な国際

学会であることを認識しました． 

最後になりましたが，貴重な経験をさせて頂いた総

合内科の井上先生を始め，呼吸器アレルギー内科の

皆さんに心より感謝申し上げます． 

 

 

 

 

５月２１日－２４日

にかけて米国ニュ

ーオーリンズで開催

された第１１１回アメ

リカ微生物学会に

参加して参りました．

当教室から筆頭演

者の有本隆文先生，大学院生の安藤琢真君，私の

三名が参加しました．本学会は米国を中心に世界中

から約３,０００もの演題が集まる大きな学会で，会場

内は参加者らの活気にあふれていました．遺伝子解

析等の最新の報告のみならず，国内の学会ではあま

り例を見ない「飲料水や土壌の汚染」に関連する報告

も多く，日本の衛生環境の高さを実感したのと同時に，

今後は福島第一原発事故に関連する報告が増加す

るのではという懸念を抱きました． 

また，ニューオーリンズは，香水のような甘い臭い

に，腐敗臭等の異臭が混ざり，さらに高い湿気で，む

せかえるような熱気に包まれておりました．おかげで，

特産のザリガニや蛙そして鰐を見るまでもなく，食欲

が沸くことはありませんでした． 

 ニューオーリンズでの滞在に良い思い出はありませ

んが，本学会では研究に役立つ数多くの知見が得ら

れました．今後，自らがこのような場で発表できるよう

に研究に邁進したいと思います． 

第２７回ストア・クロ・クラブ会議で講演

しました  歯科補綴学教室 馬場一美 

第１１１回米国微生物学会に参加して 

口腔微生物学教室 谷口 誠

米国臨床腫瘍学会に参加しました 

総合内科 奥田健太郎
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 ６年選択実習として３週間アデレード大学歯科病院

に行かせていただきました．病院見学と講義への参

加の他に，アデレード大学の先生方と学生のご好意

で，学生に混ざって討論への参加，口頭試問，患者さ

んの既往歴の聴取，週末の講習会や学生会の主催

する講義や行事への参加など様々な経験をすること

ができました．昭和大学歯学部で学んできたことが十

分通用することが実感できた一方，異なる教育環境

で勉強している海外の歯科学生に混じって勉強する

ことで，歯科医師になるために自分に足りないものを

見直すきっかけとなりました． 

 ここには書ききれない沢山の貴重な経験をするこ

とができましたが，自分が得た最もかけがえのないも

のは歯科医師を目指すたくさんの仲間達です．外来

で患者さんを前にして，食事をとりながら，サッカーを

しながら，時にはお酒を飲みながら沢山のことを語り

合いました．彼らに負けないように，これからも先生

方のご指導のもと一生懸命勉強していきたいと思っ

ております．今回の実習に際して大変お世話になりま

した歯周病学

教室の山本松

男教授，歯科

医学教育推進

室の片岡竜太

准教授に心よ

り お 礼 申 し 上

げます． 

 

 

 

 

私が行った香港

大学歯学部は，香

港唯一の歯学部で

す．２週間の実習

のうち，１週間目は

歯周病科にて朝の

ミーティングに参加

したり，治療，オペ

の見学を行ったりしました．朝のミーティングではその

日に担当する患者の治療予定，経過について担当医

に発表し，治療の注意点を確認したりします．基本的

治療方針に大きな違いはありませんでしたが，再生

療法のオペで使用される材料には日本で認可されて

いないものもあり，その治療過程・成果について教え

てもらう機会もありました．２週目はＰＢＬ参加の他，ク

リニック見学へいかせていただきました．参加したＰＢ

Ｌは「骨」を主題としたもので，学科に関係なく一つの

テーマを扱う方法により，新たな視点からの勉強がで

きました．最終日には試験の無事通過を願う伝統行

事に参加し，中華文化を垣間見る事ができました．卒

後は，香港以外の外国で仕事することを視野に入れ

ている人もいて(地理的条件や英語使用という日本と

は異なる背景がありますが）国籍の垣根に縛られな

い考え方に触れたことは新鮮でした．学生も先生もフ

レンドリーでエネルギッシュな方が多く，色々な刺激を

うけた２週間でした．担当してくださった香港大学の先

生ならびに昭和大学の先生に，この場を借りてお礼

申し上げたいと思います． 

 

 

 

 

私は選択実習で南カリフォルニア大学（ＵＳＣ）に３

週間行ってきました．ＵＳＣはロサンゼルス中心部に

位置する長い歴史のある私立大学です．昨年，ＵＳＣ

から２人の教授が昭和大学にいらっしゃり，私もその

講義に参加しました．それがきっかけで，幸運にも今

回彼らの元で実習させてもらえることになりました． 

実習の内容としては，主に診療の見学と講義にも

参加しました．中でも Orofacial pain 科は主に口腔顎

顔面の疼痛を扱う科で，顎関節症はもちろん，神経

痛，頭痛を訴えて来る患者さんもいらっしゃいました． 

日本ではまだ馴染みのない診療科ですが，私にと

っても馴染みがなかったので，そこでの診療見学は

特に興味深く，歯科医の携われる範囲の可能性を感

じさせるものでした．実習先として海外を選ぶことに

は不安と迷いがありましたが，実際この３週間の体験

は全てが新鮮で刺激的なものでした．卒後のやりた

いことがまだ明確でなかった私にとって，自分のモチ

ベーションを高め，将来の視野を広げる良いきっかけ

にもなりました．学生

という立場のこの時

期に，ＵＳＣでの選択

実習というまたとない

経験ができたことは，

思い切って海外に出

てみて本当に良かっ

たと思います． 

 

 

 

未曾有の大震災以来，日本全国が節電のために

沈滞ムードとなっているように感じるのは，決して私だ

けではないと思います．大学でも節電カリキュラムが

実施され，教員も学生も混乱の日々を送っています

が，そんな中だからこそ，教育・研究・診療の現場か

ら今の日本の状況を盛り上げていくのが，我々の使

命であると強く感じる今日この頃です． 

末筆になりますが，いつもお忙しい中，原稿を執筆

して頂いた皆様には心より感謝申し上げます． 

アデレード大学で選択実習を体験しまし

た      Ｄ６ 遠藤 祐人

香港大学で選択実習を体験しました 

Ｄ６ 加藤 真理

南カリフォルニア大学で選択実習を体

験しました    Ｄ６ 佐藤 麻梨香

編集後記    歯科理工学教室 堀田 康弘


